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ザ
ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容が最新でない

場合があります。製品のご検討およびご採用に際しては、必ず最新の英文デー
タシートをご確認ください。

LMH0030
ビデオ・データ FIFO とアンシラリ・データ FIFO、ケーブル・ドライバ内蔵
SMPTE 292M/259M デジタル・ビデオ・シリアライザ

概要

LMH0030は、10ビット幅の標準品位コンポーネント・ビデオ・ス
タンダード SMPTE 125M/267Mならびに 20ビット幅の高品位コン
ポーネント・ビデオ・スタンダードSMPTE 260M/274M/295M/296M
に準拠したビット・パラレルのデジタル・ビデオ・データをエンコー
ド、シリアライズ、送出するSMPTE 292M/259M対応のデジタル・
ビデオ・シリアライザ ICで、アンシラリ・データFIFOとケーブル・
ドライバを内蔵します。LMH0030 は、シリアル・データレート
270Mbps、360Mbps の SMPTE 259M、シリアル・データレート
540Mbpsの SMPTE 344M、シリアル・データレート1.4835Gbps
と 1.485Gbpsの SMPTE 292Mで動作します。シリアル・データ
レートのクロックは内部で生成されるため、周波数設定、トリミン
グ、フィルタなどの外部部品は必要ありません。

LMH0030 は、パラレル・シリアル・データ変換、SMPTE スタン
ダードのデータ・エンコード、NRZからNRZIへのデータ・フォー
マット変換、シリアル・データ・クロック生成とシリアル・データの
エンコード、ビデオ・レートとフォーマットの自動検出、アンシラリ・
データのパケット・マネジメントとパケット挿入、シリアル・データ出
力ドライブ機能を内蔵しています。また、SMPTE RP-165 (標準
品位 )または SMPTE 292M (高品位 )に則った、EDH/CRCキャ
ラクタとフラグの自動生成と挿入のための回路を内蔵しています。
さらに、パソロジカル・パターン ( 遷移の少ないパターン ) 生成を
防ぐ LSB ディザも設定できます。LMH0030 独自の機能がビデ
オ・データFIFOとアンシラリ・データ (タイムコード、字幕等の付
加データ ) FIFOです。ビデオ FIFOは 0から 4 パラレル・デー
タ・クロックの範囲でビデオ・データを遅延させてビデオ・タイミン
グを調整します。アンシラリ・データポートとオンチップ FIFOならび
にその制御回路が、アンシラリ・フラグ、データ・パケット、チェッ
クサムを格納し、アンシラリ・データ空間に挿入します。LMH0030
は、ビルトイン・セルフテスト(BIST)機能と、SDとHDのコンポー
ネント・ビデオ・テストパターンに対応したテストパターン・ジェネ
レータ (TPG)も内蔵しています。NTSCと PAL 規格での 4:3と
16:9のラスタ・フォーマットに対して、基準黒、PLLとEQのパソ
ロジカル、カラーバーを出力します *。カラーバー・パターンは、輝
度信号、色差信号遷移の帯域を制限するコーディングの設定も
できます。

LMH0030は独自のマルチファンクション I/Oポートを有し、素早く
制御や設定を行えます。制御機能やインジケータ機能を利用する
場合にこのポートを用います。アプリケーションに応じた設定を行
うことで、LMH0030 をさまざまな用途に適合させることが可能で
す。パワーオン時またはリセット・コマンド発行後は、自動的にデ
フォルトの動作状態に設定されます。また、電源ノイズ除去性能、
出力ジッタ性能、ノイズ性能を高めるために、出力ドライバ、PLL、
シリアライザに個別の電源ピンを割り当てています。

LMH0030は内部回路用の＋ 2.5V電源と I/O回路用の＋ 3.3V
電源で動作します。1.485Gbps時の消費電力は、AC結合の 2

個の75Ω終端とバック終端用出力負荷を含め、代表値で430mW
です。この ICは 64ピンTQFPで供給されます。

特長

■ SDTV/HDTVシリアル・デジタル・ビデオ・スタンダードに準拠

■ 270Mbps、360Mbps、540Mbps、1.4835Gbps、1.485Gbps
SDVデータレートを自動検出付きでサポート

■ 低出力ジッタ : 最大 125ps、代表値 85ps

■ 低消費電力 : 代表値 430mW

■ シリアル・データレート設定やVCOフィルタのための外付け部
品不要 *

■ 高速な PLLロック時間 : 1.485Gbpsにて代表値 150μs未満

■ タイミング整合のための可変長ビデオ FIFO

■ ビルトイン・セルフテスト(BIST)とビデオ・テストパターン・ジェ
ネレータ (TPG)*

■ EDH/CRCワードとフラグの自動生成と挿入

■ アンシラリ・データ用 FIFOと挿入制御回路を内蔵

■ 柔軟な制御用 I/Oポート

■ LVCMOS互換のデータ入出力と制御入出力

■ 75Ω ECL互換の差動シリアル・ケーブル・ドライバ出力

■ I/O用電源電圧 3.3V、ロジック回路用電源電圧 2.5V

■ 64ピンTQFPパッケージ

* 特許取得済みおよび出願中

アプリケーション

■ 以下の SDTV/HDTVパラレル・シリアル・デジタル・ビデオ・
インタフェースに最適

―ビデオカメラ

―VTR

―テレシネ

―デジタル・ビデオ・ルータおよびスイッチャ

―デジタル・ビデオ処理機器や編集機器

―ビデオ・テストパターン発生器やデジタル・ビデオ試験機器

―ビデオ信号発生器
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30 代表的なアプリケーション
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ブロック図
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64-Pin TQFP
Order Number LMH0030VS

See NS Package Number VEC-64A
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絶対最大定格 (Note 1)

このデバイスの軍用規格品は提供されません。本データシー

トには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。

関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

推奨動作条件

DC 電気的特性

特記のない限り、推奨動作条件に記載の電源電圧および動作周囲温度に対して適用 (Note 2、3)。

CMOS I/O 電源電圧
(VDDIO－VSSIO) 4.0V

SDO 電源電圧
(VDDSD－VSSSD) 4.0V

デジタル・ロジック回路電源電圧
(VDDD－VSSD) 3.0V

PLLデジタル電源電圧
(VDDPLL－VSSPLL) 3.0V

PLLアナログ電源電圧
(VDDPLLA－VSSPLLA)、(VDDZ －VSSD ) 3.0V

CMOS入力電圧
(Vi) VSSIO－ 0.15V～VDDIO＋ 0.15V

CMOS出力電圧
(Vo) VSSIO－ 0.15V～VDDIO＋ 0.15V

CMOS入力電流 (単一入力 )

Vi＝VSSIO－ 0.15V － 5mA

Vi＝VDDIO＋ 0.15V ＋ 5mA

CMOS出力ソース /シンク電流 ± 10mA

SDO出力シンク電流 40mA

パッケージ熱抵抗

θJA@0LFMエアフロー 47℃ /W

θJA@500LFMエアフロー 27℃ /W

θJC 6.5℃ /W

保存温度範囲 － 65℃～＋ 150℃

接合部温度 ＋ 150℃

リード温度 (ハンダ付け 4秒 ) ＋ 260℃

ESD耐圧 (人体モデル ) 2kV

ESD耐圧 (マシン・モデル ) 250V
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特記のない限り、推奨動作条件に記載の電源電圧および動作周囲温度に対して適用 (Note 2、3)。

AC 電気的特性

特記のない限り、推奨動作条件に記載の電源電圧および動作周囲温度に対して適用 (Note 3)。

Note 1: 絶対最大定格とは、このパラメータを超えてはデバイスの寿命および動作が保証されない値です。ここで記載している最大値は、デバイスがこれらの値
以上で動作可能であること、あるいは動作させるべきであることを意味するものではありません。許容できるデバイスの動作条件は「電気的特性」の表
に規定されています。

Note 2: デバイス・ピンに流れ込む電流を正極性と定義しています。デバイス・ピンから流れ出す電流を負極性と定義しています。すべての電圧はVSS＝ 0Vを
基準としています。

Note 3: 代表値はVDDIO＝VDDSD＝＋ 3.3V、VDDD＝VDDPLL＝＋ 2.5V、TA＝＋ 25℃です。

Note 4: 仕様は設計によって保証されています。

Note 5: RL＝ 75Ω、AC結合@270Mbps、RREFLVL＝RREFPRE＝ 4.75kΩ± 1%。「テスト負荷」と「テスト回路」セクションを参照。

Note 6: RL＝ 75Ω、AC結合@1,485Mbps、RREFLVL＝RREFPRE＝ 4.75kΩ± 1%。「テスト負荷」と「テスト回路」セクションを参照。

Note 7: 最初の DVCLKサイクルの立ち上がりエッジからLOCK DETECT出力が High(真 )になるまでの時間を測定しています。ロック時間にはフォーマット検出
時間とPLLロック時間が含まれます。

Note 8: 立ち上がりエッジ間を測定した平均値は、少なくとも1ビデオ・フィールドにわたる計算から得ています。

Note 9: 内在するタイミング・ジッタは、SMPTE RP 184-1996、SMPTE RP 192-1996、および、適用可能なシリアル・データ転送スタンダード SMPTE 259M-1997
か SMPTE 292M-1998 に従って測定しています。カラーバー・テストパターンを使用しています。 fSCLK の値は、SMPTE 259M では 270MHz または
360MHz、SMPTE 344Mでは 540MHz、SMPTE 292Mシリアル・データレートでは 1485MHzです。「タイミング・ジッタのバンドパス」セクションを参照
してください。

Note 10: SMPTE RP 184-1996は内在ジッタを「入力ジッタのない状態での機器出力におけるジッタ」として定義しています。この定義を本デバイスに適用する場
合、入力ポートはVCLKであり、出力ポートは SDOまたは SDOです。

Note 11: 仕様は特性測定によって保証されています。
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タイミング・ジッタのバンドパス
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タイミング図

デバイスの動作

LMH0030 SDTV/HDTVシリアライザは、カメラ、ビデオ・テープ
レコーダ、テレシネ、ビデオ・テスト機器など、デジタル・ビデオ信
号を発生する機器で使用します。LMH0030は、パラレルで与え
られるSDTVまたはHDTVのコンポーネント・デジタル・ビデオ信
号を、シリアル・フォーマットに変換して出力します。デバイスのロ
ジック・レベルは通常 LVCMOS ロジック素子によって生成されま
す。エンコーダはSMPTE 259M、SMPTE 344M、あるいはSMPTE
292Mに適合するシリアル・デジタル・ビデオ (SDV)信号を生成
します。LMH0030 はパラレル・レート 27.0MHz、36.0MHz、
54.0MHz、74.176MHz、74.25MHzで使用されます。対応する
シリアル・データレートは、270Mbps、360Mbps、540Mbps、
1.4835Gbps、1.485Gbpsです。

ビデオ・データ・パス

入力データ・レジスタは、LVCMOS 互換レベルを持つ、10
ビットの標準品位、または 20 ビットの高品位パラレル・データと、
対応するパラレル・クロック信号を受信します。各パラレル・ビデ
オ・データ入力 DV[19:0]には内部プルダウン素子が設けられて
います。VCLK は内部プルダウンはありません。パラレル・ビデ
オ・データは、125M、267M、260M、274M、295M、または 296M
のいずれかの SMPTE信号に準拠しているものとします。一部の
セグメント・フレーム・フォーマットはサポートしていません。HDTV
データの場合、DV 入力の上位 10ビットが輝度 (ルミナンスある
いはルマ )情報で、下位 10ビットが色差 (クロミナンスあるいはク
ロマ )情報です。SDTVデータの場合、下位 10ビットにルマ情
報とクロマ情報の両方が含まれています。レジスタからの出力は、
ビデオ FIFO、ビデオ・フォーマット検出回路、TRSキャラクタ検出
回路、SMPTEスクランブラ、EDH/CRCジェネレータ、シリアライ
ザ /NRZIコンバータ、デバイス制御システムに供給されます。

入力データ・レジスタのデータは、エンコード処理などを行う前に、
深さ4段のビデオ FIFOに送られます。FIFOの深さは ANC 0
コントロール・レジスタの VIDEO FIFO DEPTH[2:0]ビットで設定
します。

ビデオ・フォーマット検出回路は、パラレル入力データのラス
タ特性 (ビデオ・データ・フォーマット)を自動的に判定し、データ
を適切に取り扱えるように LMH0030 を設定します。この動作に
よって、データの適切なフォーマット処理、適切なデータレートの選
択、正しいライン数 (HD)とCRC/EDHデータのアンシラリ・デー
タの挿入が、それぞれ保証されます。処理中のスタンダード種別
は FORMAT 1レジスタ内の FORMAT[4:0]ビットに格納されま
す。フォーマット検出データは、設定によって、マルチファンクショ
ン I/Oポートから出力させることも可能です。

LMH0030 は通常自動フォーマット検出モードで動作します。
FORMAT 0レジスタに適当なFORMAT SET[4:0]コントロール・

データを書き込むことで、特定のビデオ・フォーマットのみ処理する
こともできます。FORMAT SET[4:0] のデフォルト値は 0000b で
す。また、FORMAT 0レジスタ内の SD ONLYビットを設定すれ
ば LMH0030 は標準品位のデータ・フォーマットのみを取り扱うよ
うに、あるいはHD ONLYビットをセットすれば高品位データ・フォー
マットのみを取り扱うように構成されます。両方のビットをリセットす
るとデバイスはデータレートを自動的に選択します。

TRS キャラクタ検出回路はラスタ・フレーミングを制御するタイミ
ング基準信号を処理します。TRS 検出回路は、有効なビデオ・
データの存在を識別するために、制御信号をシステム・コントロー
ラに供給します。システム・コントローラは必要な制御信号をEDH/
CRC制御ブロックに供給します。また、ITU-R BT.601で規定さ
れているTRSキャラクタLSBクリッピングを実装しています。LSB
クリッピングは、000hから 003hの範囲にあるすべての TRSキャ
ラクタを 000hに強制的に変更するとともに、3FChから3FFhの範
囲にあるすべてのTRSキャラクタを3FFhに強制的に変更します。
クリッピング処理はスクランブル処理やEDH/CRCキャラクタ生成の
前に実行されます。

LMH0030は LSB ディザ回路を内蔵しています。VIDEO INFO
0レジスタ内の DITHER ENABLEビットをセットするとディザ機能
が有効になります。また、VIDEO INFO 0レジスタ内のV DITHER
ENABLE ビットをセットすると、垂直帰線期間中のディザが有効
になります。DITHER ENABLEとV DITHER ENABLEの初期
値はOFFです。

SMPTE スクランブラは、10ビット標準品位または 20ビット高
品位のパラレル・ビデオ・データを受け取り、SMPTE 259M、
SMPTE 344M、または SMPTE 292M 各スタンダードで規定され
ているとおり、X9＋X4＋ 1多項式を使ってデータをエンコードし
ます。続いてデータはシリアライズされ、出力される前にNRZ-to-
NRZIコンバータに送られます。送信ビット順は LSBが先頭です。

NRZ-to-NRZI コンバータはNRZシリアル・データを SMPTEス
クランブラから受け取ります。データは (X ＋ 1) 多項式を使って
NRZI フォーマットに変換されます。コンバータの出力は出力ケー
ブル・ドライバ・アンプに送られます。

アンシラリ / コントロール・データパス

10ビット双方向のアンシラリ / コントロール・データ・ポー
トは 2つの異なる機能に使われます。1つは、ビデオ・データ・
ストリームへの挿入に必要なアンシラリ・データを、アンシラリ・デー
タFIFOに選択的にロードします。デバイス内でのアンシラリ・デー
タの利用方法とフローは、コントロール・レジスタ内の制御ビット、
マスクビット、IDビットの組み合わせで制御されます。もう1つは、
このポートを使ってコンフィグレーション / コントロール・レジスタの
リード /ライト・アクセスを行います。



10www.national.com/jpn/

L
M

H
00

30 デバイスの動作 (つづき)

アンシラリ・データと制御データは、10ビットのアンシラリ /コントロー
ル・データ・ポートAD[9:0]を介して入力されます。RD/WR制
御入力のステートによって、レジスタからのデータ・リード、あるい
はレジスタへのライトかアンシラリ・データFIFOへのライトを指定し
ます。また、ANC/CTRL制御入力のステートによって、アンシラ
リ・データ・アクセスかコントロール・データ・アクセスのいずれか
を指定します。

ACLK 入力信号はポートを介したデータフローを制御します。
ACLKの動作と周波数はビデオ・データ・クロックVCLKとは独
立です。ただし、ACLKの周波数は VCLKの周波数以下でな
ければなりません。コントロール・レジスタのアクセスではACLKに
周波数の下限はありません。ANC/CTRL入力が Highの場合、
ACLK はアンシラリ・データ FIFO への書き込み動作に作用しま
す。ANC/CTRL 入力が Low の場合、ACLKはコントロール・
レジスタのリード /ライト動作に作用します。

入力 AD[9:0]、RD/WR、ANC/CTRLは内部でプルダウンされ
ています。ACLKは内部でプルダウンされていません。

コントロール・レジスタのリード機能

コントロール・データのリード /ライトは、アンシラリ /コントロー
ル・データ・ポートの下位 8ビットAD[7:0]を使います。コントロー
ル・データによって、LMH0030の初期化、監視、あるいは制御
が行われます。ポートの上位 2ビットAD[9:8]はデバイスがポート
をアクセスするときのハンドシェイク信号です。コントロール・レジス
タに対するリード・アドレスまたはライト・アドレスをポートに書き込む
場合、AD[9:8]に 00b (AD[7:0]をXXとすると0XXh)を与えま
す。コントロール・データをポートに書き込むときは、AD[9:8] に
11b (AD[7:0]をXXとすると3XXh)を与えます。コントロール・レ
ジスタの内容をポートから読み出すときは、LMH0030はAD[9:8]
に 10b (XXを出力データAD[7:0]とすると 2XXh)を出力します
が、外部システムでは無視してかまいません。

Note:デバイスに最初に電源を与えたとき、またはリセットの直後は、
アンシラリ / コントロール・データ・ポートがデータを受信で
きるように初期化が必要です。初期化はACLKを3回トグルします。

アンシラリ /コントロール・データ・ポートからコントロール・データを
読み出すときのクロックと制御信号のシーケンスを Figure 1に示し
ます。ANC/CTRL入力をLowにしてRD/WRをHighにすると
コントロール・データ・リード・モードに移行します。次に、
アクセス対象のコントロール・レジスタの 8ビット・アドレスを、ポー
トのビットAD[7:0]に与えます。コントロール・レジスタのリード・ア
ドレスをポートに与えるときはAD[9:8]を00bに駆動します(AD[7:0]
をXXとすると0XXh)。続いてACLKをトグルします。アドレスは
ACLKの立ち上がりエッジで取り込まれます。ポート入力のホール
ド・タイミング規定に注意してください。

選択したレジスタからの読み出しデータは、ACLK の立ち上がり
エッジから数 ns 後に、ポートから出力されます。ポート上での信
号衝突を防ぐために、デバイスにアドレスを与えたらすぐにアドレ
ス・ドライバをオフにするかトライステート状態にしてください。アド
レス信号が駆動されていなければ、外付けデバイスは任意のタイ
ミングでデータを読み取れます。出力データは次の ACLKの立ち
上がりまで駆動されます。ホスト・システムがデータの読み取りを
完了したら、ACLKをもう一度トグルしてください。この 2 回目の
クロックによって出力モードだったポートは入力モードへとリセットさ
れ、次のアクセス・サイクルに備えます。コントロール・データを
ポートから読み出すとLMH0030が AD[9:8]に 10b (XXを出力
データAD[7:0]とすると2XXh)を出力しますが、外部システムで
は無視してかまいません。

例 : ADポートを介して FULL-FIELD FLAGSを読み出す

1.  ANC/CTRLをLowにします。

2.  RD/WRをHighにします。

3. レジスタ・アドレスとしてAD[9:0]に 001hを与えます。

4.  ACLKをトグルします。

5. ADポートへのバス駆動を開放します。

6. ADポートのデータを読み取ります。FULL-FIELD FLAGSは
ビットAD[4:0]です。

7.  ACLKをトグルしてADポートを開放します。

FIGURE 1.   Control Data Read Timing (2 read and 1 write cycle shown) 

コントロール・データのライト機能

アンシラリ / コントロール・データ・ポートを経由してコントロール・
データを書き込むときのクロックと制御信号のシーケンスをFigure 2
に示します。コントロール・データ・ライト・モードの動作
はリード・モードと同様です。ANC/CTRL 入力とRD/WR入力
の両方をLowにするとコントロール・データ・ライト・モードが始ま
ります。次に、アクセス対象のコントロール・レジスタの 8ビット・ア

ドレスを、ポートのビット AD[7:0] に与えます。コントロール・レジ
スタのライト・アドレスをポートに与えるときは、AD[9:8]を 00b に
駆動します (AD[7:0]をXXとすると0XXh)。続いて ACLKをト
グルします。アドレスは ACLKの立ち上がりエッジで取り込まれま
す。クロックを与えた直後か ACLK の立ち下がりエッジの前に、
アドレスの駆動を停止してください。ポート入力のホールド・タイミ
ング規定に注意してください。
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次に、コントロール・レジスタ・データを AD[7:0] に与えます。
ACLKをもう一度トグルします。指定したレジスタに ACLKの立ち
上がりエッジでデータが書き込まれます。ポートにコントロール・デー
タを書き込むときは、AD[9:8]に 11bを与えます (AD[7:0]をXX
とすると 3XXh)。クロックを与えたあと、または ACLK の立ち下
がりエッジの前に、レジスタ・データの駆動を停止します。ポート
入力のホールド・タイミング規定を参照してください。

例 : ADポートを介して TPG Modeに設定する (イネーブルにはし
ない )。設定データは、1125ライン、30フレーム、74.25MHz、テ
ストパターンはインターレース・コンポーネント(SMPTE 274M)のカ

ラーバーとする。TPG はセットアップ後にマルチファンクション I/O
ポートまたはコントロール・レジスタを使ってイネーブルにする。

1. ANC/CTRLをLowにします。

2.  RD/WRをLowにします。

3.  AD[9:0]に TEST 0レジスタ・アドレスの 00Dhを与えます。

4.  ACLKをトグルします。

5. レジスタ・データとして 327hをAD[9:0]に与えます。

6.  ACLKをトグルします。

FIGURE 2.   Control Data Write Timing

アンシラリ・データ機能

LMH0030はアンシラリ・データをシリアル・コンポーネント・ビ
デオ・データ・ストリームにマルチプレクスします。アンシラリ・デー
タ・パケット構造、フォーマット処理、制御ワードは、SMPTE 291M
スタンダードで規定されています。データは水平帰線期間部分と
垂直帰線期間部分に存在します。データはオーディオ・データを
含む複数のメッセージ・パケット・タイプで構成されます。LMH0030
は、標準品位コンポーネント・ビデオの HANCとVANC 領域内
のアンシラリ・データと、高品位動作ではクロミナンス・チャネル
(C'r/C' b)内のみのアンシラリ・データをサポートします。埋め込み
(マルチプレクス )オーディオ・データに適用する場合、この機能
は AES/EBUデフォルトLevel Aデータ・ハンドリングの推奨手順
に従います。

アンシラリ・データをポートに書き込む場合のクロック、データ、
制御信号のシーケンスを、Figure 3に示します。アンシラリ・デー
タ・ライト・モードでは、10ビット・アンシラリ・データは、AD[9:0]
ポートを経由してアンシラリ・データFIFOに書き込まれます。FIFO
のアンシラリ・データは、シリアル・ビデオ・データ・ストリーム内
のアンシラリ・データ領域に挿入されます。アンシラリ・データは、
アンシラリ・データ・モード時のみ FIFOに書き込まれます。アンシ
ラリ・データは AD ポート経由で FIFO から読み出すことはできま
せん。

アンシラリ・データをFIFOにロードする処理はアクティブなビデオ・
ライン区間中に行われます。アクティブ・ビデオ・ライン区間の発
生は、TRSシーケンスの 4番目のワードの Hビットで示されます。
Hビットは I/Oポート・ビット2からアクセス可能です。

アンシラリ・データの書き込み処理を開始するには、ANC/CTRL
入力をHighにしRD/WR入力をLowにします。次に、DIDワー
ドを先頭とする SMPTE 291M で規定されるシーケンスに従って、
データワードをポートに与えます。定められているセットアップ時間
とホールド時間のパラメータの範囲でポートに与えたデータは、
ACLKの立ち上がりエッジで FIFOに書き込まれます。チェックサ
ムを含めて ANC 入力データを与えるオプションと、LMH0030 が
チェックサムを計算して追加するオプションとがあります。
LMH0030 はビデオ・データとマルチプレクスする前に、アンシラ
リ・データ・フラグを各パケットに自動的に追加します。

FIFOへのアンシラリ・データの書き込みは、実質的にダブル・バッ
ファ・ライト動作として行われます。そのため、データ・パケットの
最終ワードであるCRCを適切に FIFOに書き込むには、CRCが
ANCデータ・パケットと一緒に供給されたか内部で生成されたか
に関わらず、最終データワードがポートに取り込まれたあと (または
CRC が内部で生成され追加されたあと )で、ACLKを 2 回トグ
ルする必要があります。複数パケットを FIFO にロードする場合、
ポートが最終パケットの最終ワードを受信したのちに、ACLKを追
加的にトグルします。

アンシラリ・データの FIFO書き込みで、パケットの取り扱いとビデ
オ・データ・ストリームへの挿入は、コントロール・レジスタ内のマ
スキング・ビットとコントロール・ビットの組み合わせによって制御さ
れます。これらとCHKSUM ATTACH INなどのアンシラリ・デー
タ制御機能は、本データシートの中で後述します。
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FIGURE 3.   Ancillary Data Write Timing

マルチファンクション I/O ポート

マルチファンクション I/O ポートの設定によって、LMH0030
のコンフィギュレーション /コントロール・レジスタの各制御機能と各
インジケータ機能に、直接アクセスできます。このポートを構成す
るそれぞれのピンは、コントロール・データレジスタ内の選択ビット
の入力または出力に割り当てることが可能です。マルチファンク
ション I/Oポートは、I/O PIN 0 CONFIGから I/O PIN 7 CONFIG
までの 8×6ビットのレジスタ・バンクを使って構成します。I/O PIN
CONFIG レジスタに設定するコードによって、指定したコントロー
ル・レジスタ・ビットが特定の I/Oピンに割り当てられます。ポート
からアクセス可能な制御機能とインジケータ、対応する指定アドレ
スは、Table 6の I/O Pin Configuration Register Addressesにまと
められています。Table 2はコントロール・レジスタのビット配置を示
します。

注意 : マルチファンクション I/Oポートを介してコントロール・レジス
タにデータを書き込む場合、データをレジスタに転送するために
ACLKを Figure 4に示すようにトグルしてください。マルチファン
クションI/Oポートからのデータ読み出しではACLKをトグルする必
要はありません。

例 : マルチファンクション I/Oポートのビット0をSAVビットの出力と
して設定する。

1.  ANC/CTRLをLowにします。

2.  RD/WRをLowにします。

3.   I/O PIN 0 CONFIGレジスタ・アドレスを示す 00FhをAD[9:0]
に与えます (Table 3参照 )。

4.  ACLKをトグルします。

5. レジスタ・データとして AD[9:0]に 30Dhを与えます (Table 6
参照 )。

6.  ACLKをトグルします。

FIGURE 4.   I/O Port Data Write Timing

EDH/CRC ブロック

LMH0030は EDHとCRC のキャラクタ生成 / 挿入回路を搭
載しています。EDHシステムは SMPTE Recommended Practice
RP-165 で規定されているとおりに機能します。CRC システムは
SMPTE 292Mで規定されているとおりに機能します。EDH/CRC
多項式ジェネレータは、入力レジスタからパラレル・データを受
け取って、シリアル・データに挿入するEDHとCRCのチェック・
ワードを生成します。入力パラレル・データに対してエラー・チェッ
クを行い、EDHフラグを自動的に更新します。EDHチェック・ワー
ドとSDTVデータのステータス・フラグは、SMPTE RP165に従い、
多項式 X16＋X12＋X6＋ 1を使って生成されます。EDHチェッ
ク・ワードはアンシラリ・データ領域の正しい位置でシリアル・デー
タ・ストリームに挿入され、SMPTE 291Mに従ってフォーマットされ
ます。EDH チェック・ワードの生成と自動挿入は、コントロール・
レジスタの EDH ForceとEDH Enableで制御します。リセット
後の初期ステートの EDHとCRCのチェック・キャラクタはどちらも
00hです。

SMPTE 292M高品位ビデオ・スタンダードはEDHの代わりにCRC
(巡回冗長検査符号 )エラー検出を採用しています。この CRC
は、SMPTE 292Mに従い、多項式 X18＋X5＋X4＋ 1を使っ
て生成される2個の 18ビット・ワードで構成されます。ルミナンス
に 1ワードの CRCが、クロミナンス・データに 1ワードの CRCが
使われます。CRC データは、SMPTE 292M に従い、ビデオ・
データ内の必要な位置に挿入されます。CRCはデータ・ストリー
ム内で EAVとライン番号キャラクタのあとに現れます。

EDHとCRCのエラーはコンフィギュレーション /コントロール・レジ
スタの EDH0、EDH1、EDH2レジスタによって報告されます。

位相ロック・ループ機能ブロック

位相ロック・ループ (PLL)機能ブロックは、パラレル・データ・
クロック周波数の 10倍 (標準品位 )または 20倍 (高品 )で、出
力シリアル・データを生成します。この機能ブロックは、VCO、分
周回路、位相周波数検出回路、内部ループ・フィルタで構成さ
れています。VCO のフリーラン周波数は内部で設定されていま
す。パラレル・データ・クロックVCLKが PLLの基準クロックにな
ります。PLL はシリアル・クロックレートに必要な周波数を自動的
に生成します。ループ・フィルタは LMH0030 に内蔵されていま
す。VCOのアナログ電源ピンとデジタル電源ピンはそれぞれ分か
れていて、 62 ピンの VDDPLLA、61 ピンの VSSPLLA、1 ピンの
VDDPLLD、2ピンの VSSPLLDが該当します。必要に応じて、外
付けローパス・フィルタを介して別々の電源を供給してもかまいま
せん。PLLのロック時間は 1485MHzで 200μs以下です。VCLK
が供給されない状態ではVCOは停止します。
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VIDEO INFO 0コントロール・レジスタには LOCK DETECTイン
ジケータ・ビットが割り当てられています。PLLがロックして有効な
フォーマットが検出されるとLOCK DETECTが 1になります。マ
ルチファンクション I/Oポート上の出力として割り当てることができま
す。パワーオン・リセット後のデフォルトでは、LOCK DETECTは
I/Oポートのビット4に割り当てられています。この機能ブロックに
は、PLLがロックしデジタル・ロジック・リセットがネゲートされたあ
との、デバイスの安定性を検証するロジックも搭載されています。
システムが完全に安定でない場合、ロジックは自動的にリセットさ
れます。また LOCK DETECTには、LMH0030 が受信中のビ
デオ・フォーマットを判定したことを示す機能もあります。フォーマッ
ト検出は、ライン長やフレーム内のビデオ・ライン数などの主なラス
タ・パラメータの判定によって行われます。フォーマット判定によっ
てライン数のような情報が適切に挿入されるようになります。PLL
は 200μs (HDレート)以下でロックします。ただし、各ラスタ・パ
ラメータの解決に必要な時間がフレームの大半を占めます。

シリアル・データ出力ドライバ

serial data outputsには低スキューの相補信号 ( 差動信号 )
がペアを構成しています。出力バッファは電流モード回路で、AC
結合の75Ω同軸ケーブル終端を駆動することを想定しています。
処理中のデータレートに応じてドライバは自動的に出力スルーレー
トを調整します。出力レベルは 75Ω AC結合負荷を駆動したとき
に 800mVP-P± 10% です。SDO 出力に接続された 75Ω抵抗
は、ドレイン負荷とバック (ソース ) 整合抵抗の両方として機能し
ます。この出力タイプでは直列バック整合抵抗は使用しません。

シリアル出力レベルは 53ピンに接続する抵抗 RREFLVLと 52ピ
ンに接続する抵抗 RREFPREの値によって設定します。RREFLVL
は SMPTE公称レベルに求められる出力信号のピーク・ツー・ピー
クを設定します。RREFPREは HDレート信号出力時にアクティブ
になるプリエンファシス電流量を設定します。RREFLVLの値は通
常 4.75kΩ± 1%です。RREFPREの値は通常 4.75kΩ± 1%で
す。これらのピンに現れる電圧はおよそ＋ 1.3Vdcです。出力バッ
ファ回路の遷移時間は、HDレート条件とSDレート条件とで異な
るように、自動的に調整されます。PLLがロックされていない状態
では出力バッファは非活動状態になります。PLLがロックし有効な
フォーマットが検出されると出力はアクティブになります。シリアル出
力ドライバには専用の電源ピンが割り当てられています。54ピン、
55ピン、59ピンの VSSSD、51ピンの VDDSD、57ピンの VDDLS
が電源ピンです。

注意 : 出力バッファが 50Ω等のインピーダンス負荷を駆動すること
は、想定も規定もされていません。

電源、パワーオン・リセット、リセット入力

LMH0030は、コアロジック機能部分用に 2.5Vと、I/O機能用に
3.3Vの、2系統の電源が必要です。電源は適切なシーケンスに
従ってデバイスに与えなければなりません。3.3V 電源は、2.5V
電源よりも先か同時に与えてください。2.5V 電源を 3.3V 電源よ
りも先に与えてはなりません。このシーケンス要件を満たすために、
3.3V 電源が 2.5V 電源の印加を制御するように、構成または設
計することを推奨します。

LMH0030は自動パワーオン・リセット回路を内蔵しています。
リセットはデバイスを初期化し、また、TRS 検出回路、すべての
ラッチ、レジスタ、カウンタ、多項式ジェネレータをクリアし、EDH/
CRCキャラクタを 00hに設定し、シリアル出力をディスエーブルに
します。Table 1にコンフィギュレーション /コントロール・レジスタの
初期値を示します。マニュアル・リセット入力はアクティブ High
で 64ピンです。リセット入力は内部でプルダウンされ、開放の場
合はインアクティブとして解釈されます。

重要 : 電源をデバイスに最初に与えたとき、またはリセット後は、
データを受信できるようにアンシラリ / コントロール・データ・

ポートの初期化が必要です。初期化には ACLKを 3 回トグル
します。

テストパターン・ジェネレータ (TPG) とビルトイン・セ
ルフテスト (BIST)

LMH0030はテストパターン・ジェネレータ (TPG)を内蔵し
ています。各データレート、HDとSDフォーマット、NTSCとPAL
スタンダード、4×3と16×9のラスタ・サイズのそれぞれに対応
する 4 種類のテストパターンが用意されています。テストパターン
は、 フラット・フィールド黒、PLLパソロジカル、イコライザ (EQ)パ
ソロジカル、75% 8色垂直バーパターンの 4種類です。パソロジ
カルで使われるテストデータは、SMPTE RP 178-1996 の推奨に
従ったものです。カラーバー・パターンには、バーと次のバーの遷
移でクロマ・データとルマ・データのコード帯域を制限するオプショ
ンが設けられています。カラーバー・フィルタ機能は VIDEO INFO
0コントロール・レジスタ内の VPG FILTER ENABLEビットで設
定します。VPG FILTER ENABLEのデフォルトはオフです。

TPG はデバイスの機能を検証するビルトイン・セルフテスト
(BIST)としても機能します。BIST機能は包括的な合否試験をデ
バイスに対して行います。270Mbps NTSCフルフィールド・カラー
バーか PAL PLLパソロジカルの 2種類の SDテストパターンのい
ずれか、または HDカラーバー・テストパターンをテストデータとし
て使い、テストを実行します。データは入力データ・レジスタに内
部で供給され、デバイス内で処理され、SD では EDH システム
か HD では CRCシステムのいずれかを使って誤りが試験されま
す。合否の結果は TEST 0コントロール・レジスタの Pass/Fail
ビットにロギングされます。このビットはマルチファンクション I/Oポー
トに出力として割り当てることも可能です。

TEST 0レジスタの TEST PATTERN SELECT[5:0]ビットに所
望のテストパターンのコードをロードすると、TPGまたは BIST の
動作が始まります。利用可能なテストパターンとコードをTable 5に
示します (レジスタに最初のロードを試みる前に、ACLKを少なく
とも3回トグルして、アンシラリ・データ・ポート制御ロジックを初期
化するという要件を忘れないようにしてください )。パワーオン後の
デフォルト状態では、TPG ENABLEビットはマルチファンクション
I/Oポートのビット7に割り当てられています。TPGを動作させる
には、フォーマットと選択したレートに合った周波数をVCLK入力
に与え、次に、マルチファンクション I/Oポートの TPG ENABLE
入力を設定するか、TEST 0レジスタ内の TPG ENABLEビット
をセットします。

重要 : TPG ENABLE入力がデフォルトのとおりI/Oポートにマッ
ピングされていながらも、TPG モードのイネーブルに使用しない場
合は、TEST 0レジスタのビット6をセットして TPG動作をイネーブ
ルにしようとしてもTPGは動作しません。その理由は、I/Oポート
に備わる入力プルダウンによってロジック・レベルは 0になり、レジ
スタの設定に優先するためです。結果として TPGは動作しませ
ん。

テスト結果は TEST 0コントロール・レジスタ内の PASS/FAILビッ
トに示されます。エラーが検出されなかった場合、このビットは
TPG ENABLEがセットされておよそ2フィールド区間後に1にセッ
トされます。エラーが LMH0030 の内部回路で検出されると、
PASS/FAILはロジック 0のままです。TPGまたは BIST 動作は
TPG ENABLEをリセットすると停止します。TPGまたは BIST動
作中は SDOからシリアル出力データが出力されます。

注意 : TPGまたは BISTを電源投入直後あるいはデバイスのリ
セット直後に起動しようとした場合、TPGは 270Mbps SDレートを
デフォルトとするため、VCLK入力に 27MHzを期待します。その
理由は、TEST 0レジスタ内のテストパターンのコードが、00h (525
ライン、30フレーム、27MHz、NTSC 4×3基準黒 )に設定され
ているためです。デバイスが期待しているTEST 0レジスタの設
定周波数よりも高い周波数をVCLKに与えると、PLLは最高周波
数に上昇してロックアップする可能性があります。この状態はデバ
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イスの RESET入力では回復できません。この状態から回復する
には、電源をいったん遮断して、もう一度与える必要があります。
内部プルダウンを持たないVCLKは適切な入力条件を維持するこ
とが不可欠であり、特に電源投入やリセット・シーケンス時を含め、
いかなるときもノイズや好ましくない信号の混入を防がなければな
りません。デバイスの初期化とコンフィギュレーションが完了するま
で、VCLKは与えないようにしてください。

例 : NTSC 270MbpsカラーバーをBISTとTPGパターンとして使
うよう設定して、TPGモードをイネーブルにする。TPG動作は
I/Oポートを使ってイネーブルにする。

1. ANC/CTRLをLowにします。

2. RD/WRをLowにセットします。

3. TEST 0レジスタ・アドレスとしてAD[9:0]に 00Dhを与えます。

4. ACLKをトグルします。

5. レジスタ・データとして AD[9:0]に 303hを与えます (525ライ
ン、30フレーム、27MHz、NTSC 4× 3カラーバー (SMPTE
125M))。

6. ACLKをトグルします。

7.  TPG ENABLE (I/Oポート、ビット7)をHighにします。

8. ACLKをトグルします。

9. PASS/FAILインジケータ (I/Oポート、ビット6)でテスト結果を
確認します。または TEST 0レジスタを読み出します。ビット7
が PASS/FAILインジケータ・ビットです。

コンフィギュレーション / コントロール・レジスタ

コンフィギュレーション /コントロール・レジスタには、LMH0030の
動作モードを設定するデータと、その動作による結果データが格
納されます。これらのレジスタの多くはマルチファンクションI/Oポー
トにマッピングでき、外部 I/O機能として利用することが可能です。
各レジスタの機能と初期値をTable 1に、詳細をTable 2に示しま
す。マルチファンクション I/O ポートのパワーオン・デフォルト値は
Table 1に示され、詳細は Table 6を参照してください。
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TABLE 1.  Configuration and Control Data Register Summary
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TABLE 1.  Configuration and Control Data Register Summary (continued)

Note 12: パワーオン時にマルチファンクション I/Oに接続。
Note 13: ON＝ロジック1、OFF＝ロジック0 (正論理 )

TABLE 2.  Control Register Bit Assignments
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TABLE 2.  Control Register Bit Assignments (continued)
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TABLE 3.  Control Register Addresses

EDH 0 ～ 2 レジスタ ( アドレス 01h から 03h)

コントロール・レジスタ内の EDH Forceビットをセットすると、更新
済み EDH パケットがシリアル出力データに挿入されます。EDH
Force コントロール・ビットは、入力パラレル・データ内の以前の
EDH チェック・ワードとフラグの条件に関わらず、新しい EDH
チェック・ワードとフラグをシリアル出力に挿入するビットです。ビデ
オ・コンテンツの編集などで過去の EDH情報が無効の場合にこ
の機能を使います。SMPTE 292Mデータの場合、パラレル・デー
タ内にCRCキャラクタが存在するかどうかに関わらず、CRCチェッ
ク・キャラクタは再計算され自動的に挿入されます。LMH0030リ
セット後の CRCチェック・キャラクタの初期値は 00hです。

EDH ENABLEビットは EDHジェネレータ機能をイネーブルにしま
す。

パラレル入力データ内に存在するEDHアンシラリ・データ・パケッ
トで EDHエラー状態が報告されると、EDH ERROR (SD)ビット
がセットされます。EDH パケット内の詳しいエラー状態は、F/F
FLAG ERROR (フルフィールド )、A/P FLAG ERROR (アクティ
ブ・ピクチャ)、ANC FLAG ERROR (アンシラリ)の各フラグ・エ
ラービットと、レジスタ内の個別フラグ・ビットによって報告されます。

EDHフラグを構成するF/F FLAGS[4:0] (フルフィールド )、A/P
FLAGS[4:0] (アクティブ・ピクチャ )、ANC FLAGS[4:0] (アン
シラリ・データ )は、SMPTE RP 165で定義されています。EDH
フラグはコントロール・レジスタ内に格納されています。EDH機能
がイネーブルの状態で LMH0030がデータを受信すると、フラグは
自動的に更新されます。

入力 SD パラレル・データ内の EDHフラグ・エラーのステータス
は、F/F FLAG ERROR、A/P FLAG ERROR、ANC FLAG
ERROR の各ビットに反映されます。F/F FLAG ERROR、 A/P
FLAG ERROR、ANC FLAG ERRORビットは、EDHチェック
ワード内の対応するEDHフラグとEDAフラグを論理ORしたもの
です。

ANC 0 レジスタ ( アドレス 04h)

V FIFO DEPTH[2:0]ビットは入力データラッチ後段に存在するビ
デオ FIFO の深さを制御します。このビットに対応するバイナリ・
コードを書き込むことで、深さを 0段から4段までの範囲で設定可
能です。例えば、 Video FIFOの深さを2段に設定するには、ANC
0コントロール・レジスタに 11010XXXXXbを書き込みます (ここ
でXはこのレジスタの他の機能ビット、先頭の 11bはレジスタ書き
込み )。レジスタにあらかじめ書き込まれているビット内容を変更し
ないためには、レジスタの内容を読み出し、新しいデータと論理
ORを計算し、計算したデータをレジスタに書き戻します。

FIFO EMPTY、FIFO FULL、FIFO OVERRUNの各フラグが
ANC 0 レジスタ内に用意されています。これらのフラグはマルチ
ファンクションI/Oポートに入力または出力として割り当てることも可
能です。FIFO OVERRUNフラグは、フル状態の FIFOに書き
込みが試みられたことを示します。

ANC CHECKSUM FORCEは、パラレル・アンシラリ・データか
ら受信したアンシラリ・データ・チェックサムの上書きを、ある条件
下で許可する制御ビットです。新しいアンシラリ・データ・チェック
サムの計算と挿入は、この ANC CHECKSUM FORCEビットで
制御します。チェックサム・エラーが検出され (計算チェックサム
と受信チェックサムとが不一致 )、かつ、ANC CHECKSUM
FORCEビットがセットされていると、新しいチェックサムがアンシラ
リ・データ内に挿入され以前のチェックサムを置き換えます。チェッ
クサム・エラーが検出されながらもANC CHECKSUM FORCE
ビットがセットされていない場合、チェックサム不一致が ANC
CHECKSUM ERRORビットから報告されます。

アンシラリ・データのチェックサムはパラレル・アンシラリ入
力データとともに受信されます。または、LMH0030が自動的に計
算して挿入します。ANC 5レジスタ内の CHKSUM ATTACH IN
ビットが 1にセットされている場合、チェックサムは入力データの一
部として供給されることを示します。CHKSUM ATTACH INビッ
トがセットされていると、入力データからチェックサムが計算され、
受信チェックサムに対して比較が行われます。新しいアンシラリ・
データ・チェックサムの計算と挿入は、ANC 0レジスタ内の ANC
CHECKSUM FORCEビットで制御します。チェックサム・エラー
が検出され ( 計算チェックサムと受信チェックサムとが不一致 )、
ANC CHECKSUM FORCEビットがセットされていると、新しい
チェックサムがアンシラリ・データ内に挿入され以前のチェックサム
を置き換えます。チェックサム・エラーが検出されながらも ANC
CHECKSUM FORCEビットがセットされていない場合、チェック
サムの不一致がANC CHECKSUM ERRORビットから報告され
ます。

ANC CHECKSUM ERRORビットは、受信アンシラリ・データの
チェックサムがLMH0030が内部で生成したチェックサムと一致し
なかったことを示します。このビットはマルチファンクション I/Oポー
トから出力可能です。

ANC 1 ～ 4 レジスタ ( アドレス 05h から 08h)

 アンシラリ・データ・パケットの FIFOへのロードは、コントロール・
レジスタ内の ANC MASK[15:0]ビットとANC ID[15:0]ビットで
制御します。ANC ID[7:0]レジスタには、SMPTE 291Mで規定
されているとおり、コンポーネント・アンシラリ・データ・パケット識
別で使われる、有効な 8ビットData Identification (DID)を設定し
ます。同様に ANC ID[15:8] レジスタには、有効な 8 ビット
Secondary Data Identification (SDID)、またはData Block Number
(DBN)コードを設定します。ANC MASK[7:0]は 8ビット・ワー
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ドで、特定の DID (またはDID範囲 )を持つパケットを、FIFOに
選択的にロードする制御に使用します。同様にANC MASK[15:8]
は 8ビット・ワードで、特定の SDID か DBN (または SDID か
DBNの範囲 )を持つパケットを、選択的にロードする制御に使用
します。

ANC MASK[7:0]か ANC MASK[15:8]が FFhにセットされて
いる場合、なんらかの DID、SDID、またはDBNを持っているパ
ケットが FIFO にロードされます。ANC MASK[7:0] か ANC
MASK[15:8]のいずれかのビットあるいは複数のビットが 1にセッ
トされている場合、入力パケットのIDの比較処理で、ANC ID[7:0]
とANC ID[15:8]の対応するビットはドントケアとして扱われます。
ANC MASK[7:0]か ANC MASK[15:8]が 00hにセットされて
いる場合、入力パケットの DID、SDID、または DBNは、コント
ロール・レジスタ内の ANC ID[7:0]またはANC ID[15:8]とビット
単位で正確に一致しなければ、パケットは FIFOにロードされませ
ん。ANC MASK[7:0]とANC MASK[15:8]の初期値は FFh
です。ANC ID[7:0]とANC ID[15:8]の初期値は 00hです。

レジスタ ANC 1 の ANC ID[7:0] とレジスタ ANC3 の ANC
MASK[7:0]はDID[7:0]に作用します。レジスタANC 2の ANC
ID[15:8]とレジスタANC4の ANC MASK[15:8]は、SDID[7:0]
またはDBN[7:0]に作用します。

ANC 5 レジスタ ( アドレス 17h)

FIFO INSERT ENABLE は、FIFO に格納されているアンシラ
リ・データをシリアル・データ・ストリームへの挿入を許可する制御
ビットです。このビットが 1にセットされるとデータ挿入が有効になり
ます。このビットは、シリアル・データ・ストリームへのデータ自動
挿入を遅らせる目的で使用します。

FIFO FLUSH STATビットを 1にセットするとFIFOはフラッシュ
(クリア )されます。FIFO FLUSH STATの実行中は FIFOには
データはロードできません。同様に、FIFO へのデータロード動作
中はFIFO FLUSH STATをセットしてはなりません。FIFO FLUSH
STAT はフラッシュ動作が完了すると自動的にリセットされます。
FIFOフラッシュ動作の実行にはACLKのトグルが必要です。

ANC 6 レジスタ ( アドレス 18h)

ANC PARITY MASKをセットすると、ANCデータ・パケット内の
DATA ID (DID)とSECONDARY DATA ID (SDID)、またはData
Block Number (DBN) のパリティ・チェックは無効になります。こ
のビットをクリアするとパリティ・チェックはイネーブルになり、パリ
ティ・エラーが発生した場合パケットはロードされません。

VANC ビットを 1 にセットすると、垂直帰線期間中のアンシラリ・
データ挿入がイネーブルになります。

SWITCH POINT 0 ～ 3 レジスタ ( アドレス 09h、0Ah、
19h、1Ah)

LINE[10:0] と PROTECT[4:0] ビットは、高品位フォーマットの
フィールド 0と1(または呼び方によってはフィールド 1と2)のスイッ
チング・ポイント・ラインに続く、垂直スイッチング・ポイント・ライン

と保護ライン数を定義します。コンポーネント・デジタル標準品位
フォーマットの垂直スイッチング・ポイントは SMPTE RP 168-1993
で規定されています。高品位フォーマットの垂直スイッチング・ポ
イントの基本定義も同じです。ただし、垂直スイッチング・ポイン
ト・ラインは複数の高品位ラスタ間で必ずしも標準化されていない
ため、ユーザーが垂直スイッチング・ポイントと保護ライン数を定義
できるように、このレジスタを設けてあります。SWITCH POINTレ
ジスタ・セットは標準品位フォーマットでは動作しません。

SWITCH POINT 0 レジスタと SWITCH POINT 1 レジスタの
LINE[10:0]ビットには、フィールド 0のスイッチング・ポイント・ライ
ンを指定する 0 から 1023 の範囲のライン数をロードします。
SWITCH POINT 1レジスタの PROTECT[4:0]ビットには、アン
シラリ・データを挿入しない垂直スイッチング・ポイント・ライン後の
ライン数を 0から15の範囲で定義します。LINE[10:0]ビットの構
成は LINE(0)が LSB、LINE(10)がMSBです。ビットの順位は
PROTECT[4:0]ビットも同じです。

SWITCH POINT 2 レジスタと SWITCH POINT 3 レジスタの
LINE[10:0]とPROTECT[4:0]ビットは、上述した機能と同じ機
能をフィールド 1の垂直スイッチング・ポイントに対して実行します。

FORMAT 0 レジスタ ( アドレス 0Bh)

FORMAT 0レジスタに適切なデータを書き込むと、LMH0030を
単一ビデオ・フォーマット処理に設定することが可能です。
FORMAT SET[4:0]ビットの設定によって LMH0030は、14 種
類の標準品位または高品位フォーマットの中から指定した 1 つの
フォーマットに処理が限定されます。LMH0030を単一フォーマット
処理に設定した場合、フォーマットの自動認識は機能しないため、
認識を必要とする他のフォーマットは処理できません。FORMAT
SET[4:0] ビットではデバイスの動作を複数のスタンダードに制限
できません。通常の動作では LMH0030 は自動フォーマット検出
モードで動作させてください。つまり、FORMAT 0レジスタを 00h
に設定してください。

利用できるフォーマットとコードの詳細をTable 4に示します。おお
まかに FORMAT SET[4:0]コードは次のような意味または分類に
相当します。すなわち、FORMAT SET[4]はセットで HDフォー
マット、クリアで SD フォーマット。FORMAT SET[3] はセットで
PAL データを処理、 クリアで NTSC データを処理。Format
Set[2:0] は表記載のサブスタンダードのうちの 1 つ。なお
LMH0030は、74.25MHzと74.176MHzのフォーマットとも、デー
タ処理で得られる結果に違いはありません。

HD Onlyビットを 1にセットすると、LMH0030は高品位データ・
レンジと周波数に固定されます。高品位信号のみを取り扱うように
設計されたシステムでは、HD ONLYをイネーブルにすれば、周
波数ロックの確立と処理フォーマットの判定を完了するまでに
LMH0030が必要とする時間を省くことができます。

SD ONLYビットを 1にセットすると、LMH0030は標準品位デー
タレンジと周波数に固定されます。標準品位信号のみを取り扱う
ように設計されたシステムでは、SD ONLYをイネーブルにすれば、
周波数ロックの確立と処理フォーマットの判定を完了するまでに
LMH0030が必要とする時間を省くことができます。SD ONLYと
HD ONLYを0にすると、デバイスは SD/HDモードで動作します。

TABLE 4.  Video Raster Format Parameters
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TABLE 4.  Video Raster Format Parameters (continued)

FORMAT 1 レジスタ (Address 0Ch)

LMH0030 は入力パラレル・データのフォーマットを自動的に判定
します。判定結果は FORMAT 1 レジスタに格納されます。
FORMAT[4:0]ビットは、LMH0030が処理できる数多くのビデオ・
データのうち、どれが受信されたかを示します。フォーマット・コー
ドのビット割り当ては FORMAT SET[4:0]ビットと同じです。フォー
マットとコードをTable 4に示します。FORMAT[4]は、セットでHD
データ、 クリアで SDデータを示します。FORMAT[3]は、セットで
PALデータを処理、 クリアでNTSCデータを処理することを示しま
す。Format[2:0]は表記載のサブスタンダードのうちの 1つを示
します。

H ビット、V ビット、F ビットは、TRS入力データのビット6、
7、8にそれぞれ対応します。このデータの意味と機能は、標準
品位 (SMPTE 125M)と高品位 (SMPTE 292Mルミナンスと色差
) のビデオ・データとも同じです。極性は 1 が真です。これらの
ビットは適用対象となるフィールド期間中にレジスタに反映されま
す。

TEST 0 レジスタ ( アドレス 0Dh)

TEST PATTERN SELECTビットは、テストパターン・ジェネレー
タ (TPG)モードまたはビルトイン・セルフテスト(BIST)をイネーブル
にしたときに出力するテストパターンを設定します。LMH0030 が
生成できるテストパターンと対応するコードを Table 5に示します。
すべての HDカラーバー・テストパターンは BISTデータです。標
準品位 BISTテストパターンは、 NTSCで 27MHzおよび 4×3カ
ラーバーと、PALで 27MHzおよび 4×3 PLLパソロジカルです。

TPG ENABLEビットを 1にセットするとテストパターン・ジェネレー
タ機能とビルトイン・セルフテスト (BIST) 機能が有効になります。
このビットはデフォルト状態で I/Oポート・ビット7にマッピングされて
います。I/Oポートに内蔵される入力プルダウンは、アンシラリ /コ
ントロール・データ・ポートを介してレジスタに書き込まれるロジック
値に優先します。マルチファンクションI/OポートからではなくTEST
0レジスタを介して TPG ENABLE のステートを制御したい場合
は、他のコントロール・レジスタ・ビットを I/Oポート・ビットにマッピ
ングしてください。ただし、再マッピングしたビットでも同じようなデー
タ優先問題が発生しないよう、読み出し専用機能に再マッピング
することを推奨します。

PASS/FAILビットはビルトイン・セルフテストの結果を示します。こ
のビットは 1でパス ( 合格 )を意味します。このビットはデフォルト
で I/Oポートの 6ビット目にマッピングされています。

VIDEO INFO 0 レジスタ ( アドレス 0Eh)

NSP (New Sync Position)ビットは入力データ中に新規または不適
当なTRSキャラクタが検出されたことを示します。このビットは 1に
セットされ、次の新規または不適当なTRSによって再びアクティブ
されない限り、少なくとも 1 水平ライン期間にわたってセットされた
状態を保ちます。EAV TRSキャラクタでリセットされます。

EAV (end of active video)とSAV (start of active video)は、対応
するTRSキャラクタの存在を反映します。

PLL がロックして有効なフォーマットが検出されると、制御信号と
してレジスタに反映され LOCK DETECT が 1になります。この
ビットはマルチファンクション I/Oポートから出力として設定可能で、
パワーオン・リセット後のデフォルトでは I/Oポートのビット 4に割り
当てられています。この機能には、PLL がロックしデジタル・ロ
ジック・リセットがネゲートされたあとの、デバイスの安定性を検証
するロジックも搭載されています。システムが完全に安定でない場
合、ロジックは自動的にリセットされます。また LOCK DETECT
には、LMH0030 が受信中のビデオ・フォーマットを判定したこと
を示す機能もあります。フォーマット検出は、ライン長やフレーム内
のビデオ・ライン数などの主なラスタ・パラメータの判定によって行
われます。フォーマット判定によってライン数のような情報が適切に
挿入されます。PLLは 50μs (HDレート、SDでは 150μs) 以下
でロックします。ただし、各ラスタ・パラメータの解決に必要な時
間がフレームの大半を占めます。

VPG FILTER ENABLEビットをセットすると、ビデオ・パターン・
ジェネレータ・フィルタの動作が有効になります。このフィルタが動
作すると、カラーバー・テストパターンで、あるバーから次のバー
にパターンが変化するところで、クロマ・データとルマ・データに遷
移コードが挿入されます。このフィルタによって、クロマ・データと
ルマ・データが D/Aコンバータや画像モニタに与えられたときに急
激な遷移で発生する帯域外周波数成分の振幅が抑えられます。
このビットのデフォルトは 0 (オフ )です。

パソロジカル・データ・パターンの発生を防ぐ方法は SDフォーマッ
トで提案されています。LMH0030は SDフォーマットにこの処理
を実装しています。DITHER ENABLEとVERTICAL DITHER
ENABLEビットは、ビデオ・データの下位 2ビットに適用される擬
似ランダム・ディザの動作を制御します。DITHER ENABLEビッ
トをセットするとディザ処理がアクティブ・ビデオ・データに適用され
ます。VERTICAL DITHER ENABLEビットをセットすると、垂直
帰線期間内ラインのアクティブ・ビデオに対応するビデオ・ライン
部分に適用されます。
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I/O PIN 0～7 CONFIGレジスタ (アドレス0Fhから16h)

MULTI-FUNCTION I/O BUS PIN CONFIGURATIONレジスタ
群は、指定したコンフィギュレーション /コントロール・レジスタのビッ
トをマルチファンクション I/O ポートのビットにマッピングするレジスタ
です。Table 6 に、ポートにマッピングできるコンフィギュレーション
/コントロール・レジスタのビットと、指定すべきマッピング・アドレス
を示します。各レジスタを指定する PIN SEL[5] ビットはポートの
入出力を示します。このビットをセットするとポートは入力になり、ク
リアすると出力になります。入力専用の機能は出力には設定でき
ません。逆も同様です。残りの低位 5つのアドレス・ビットで機能
を指定します。

例 : ADポートを介して、コントロール・レジスタ内の SAVビットを
I/Oポート・ビット0に出力として設定する。

1.  ANC/CTRLをLowに設定します。

2.  RD/WRをLowに設定します。

3.  I/O PIN 0 CONFIGレジスタ・アドレスとしてAD[9:0]に 00Fh
を与えます (Table 3参照 )。

4.  ACLKをトグルします。

5.  コントロール・レジスタ内の SAVビットのビット・アドレスを示す
レジスタ・データとして AD[9:0]に 30Dhを与えます (Table 6
参照 )。

6.  ACLKをトグルします。

TEST MODE 0 レジスタ ( アドレス 55h)

このレジスタの 4ビットでテスト・モード機能を制御します。これら
のビットは通常動作モード用ではありません。レジスタの各ビットは、
書き込みによってセット(イネーブル )またはクリア (ディスエーブル )
になります。このレジスタを読み出すと、すべてのビットはデフォル
トの ON状態にセット(イネーブル )されます。

SCRAMBLER ENABLEビットは SMPTE スクランブラ機能をイ
ネーブルにします。このビットは通常 ONです。

NRZI ENABLEビットは NRZ-to-NRZI 変換機能をイネーブルに
します。このビットは通常 ONです。

LSB CLIPPINGビットはLSBクリッピング機能作をイネーブルにし
ます。このビットは通常 ONです。

SYNC DETECT ENABLEビットは TRS 検出機能をイネーブル
にします。このビットは通常 ONです。
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TABLE 5.  Test Pattern Selection Codes
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TABLE 5.  Test Pattern Selection Codes (continued)

Note: SDの BISTパターンはNTSC 4×3カラーバーとPAL 4×3 PLLパソロジカルです。HDの BISTパターンは各フォーマットのカラーバーです。
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TABLE 6.  I/O Configuration Register Addresses for Control Register Functions
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TABLE 6.  I/O Configuration Register Addresses for Control Register Functions (continued)



26www.national.com/jpn/

L
M

H
00

30 ピン説明

ピン番号 名称 説明

1 VDDPLLD 正の電源電圧入力 (2.5V電源、PLLロジック)

2 VSSPLLD 負の電源電圧入力 (2.5V電源、PLLロジック)

3 IO0 マルチファンクション I/Oポート

4 IO1 マルチファンクション I/Oポート

5 DV0 パラレル・ビデオ入力 (HD＝色差、SD＝輝度と色差 )

6 DV1 パラレル・ビデオ入力 (HD＝色差、SD＝輝度と色差 )

7 DV2 パラレル・ビデオ入力 (HD＝色差、SD＝輝度と色差 )

8 DV3 パラレル・ビデオ入力 (HD＝色差、SD＝輝度と色差 )

9 DV4 パラレル・ビデオ入力 (HD＝色差、SD＝輝度と色差 )

10 VSSD 負の電源電圧入力 (2.5V電源、デジタル・ロジック)

11 DV5 パラレル・ビデオ入力 (HD＝色差、SD＝輝度と色差 )

12 DV6 パラレル・ビデオ入力 (HD＝色差、SD＝輝度と色差 )

13 DV7 パラレル・ビデオ入力 (HD＝色差、SD＝輝度と色差 )

14 DV8 パラレル・ビデオ入力 (HD＝色差、SD＝輝度と色差 )

15 DV9 パラレル・ビデオ入力 (HD＝色差、SD＝輝度と色差 )

16 VDDD 正の電源電圧入力 (2.5V電源、デジタル・ロジック )

17 VSSD 負の電源電圧入力 (2.5V電源、デジタル・ロジック)

18 DV10 パラレル・ビデオ入力 (HD＝輝度 )

19 DV11 パラレル・ビデオ入力 (HD＝輝度 )

20 DV12 パラレル・ビデオ入力 (HD＝輝度 )

21 DV13 パラレル・ビデオ入力 (HD＝輝度 )

22 DV14 パラレル・ビデオ入力 (HD＝輝度 )

23 VDDIO 正の電源電圧入力 (3.3V電源、I/O)

24 DV15 パラレル・ビデオ入力 (HD＝輝度 ) 

25 DV16 パラレル・ビデオ入力 (HD＝輝度 )

26 DV17 パラレル・ビデオ入力 (HD＝輝度 )

27 DV18 パラレル・ビデオ入力 (HD＝輝度 )

28 DV19 パラレル・ビデオ入力 (HD＝輝度 )

29 VSSIO 負の電源電圧入力 (3.3V電源、I/O)

30 IO2 マルチファンクション I/Oポート

31 IO3 マルチファンクション I/Oポート

32 IO4 マルチファンクション I/Oポート

33 IO5 マルチファンクション I/Oポート

34 IO6 マルチファンクション I/Oポート

35 IO7 マルチファンクション I/Oポート

36 ACLK アンシラリ /コントロール・クロック入力

37 VDDD 正の電源電圧入力 (2.5V電源、デジタル・ロジック )

38 AD0 アンシラリ /コントロール・データ I/Oポート

39 AD1 アンシラリ /コントロール・データ I/Oポート

40 AD2 アンシラリ /コントロール・データ I/Oポート

41 AD3 アンシラリ /コントロール・データ I/Oポート

42 AD4 アンシラリ /コントロール・データ I/Oポート

43 VSSD 負の電源電圧入力 (2.5V電源、デジタル・ロジック)

44 AD5 アンシラリ /コントロール・データ I/Oポート

45 AD6 アンシラリ /コントロール・データ I/Oポート
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Note: VCLKとACLKを除くすべての LVCMOS入力は内部でプルダウンされています。

ピン番号 名称 説明

46 AD7 アンシラリ /コントロール・データ I/Oポート

47 AD8 アンシラリ /コントロール・データ I/Oポート

48 AD9 アンシラリ /コントロール・データ I/Oポート

49 RD/WR アンシラリ /コントロール・データ・ポート・リード /ライト制御入力

50 ANC/CTRL アンシラリ /コントロール・データ・ポート機能制御入力

51 VDDSD 正の電源電圧入力 (3.3V電源、出力ドライバ )

52 RREFPRE 出力プリエンファシス・リファレンス抵抗 (4.75kΩ、1％)

53 RREFLVL 出力レベル・リファレンス抵抗 (4.75kΩ、1％)

54 VSSSD 負の電源電圧入力 (3.3V電源、出力ドライバ )

55 VSSSD 負の電源電圧入力 (3.3V電源、出力ドライバ )

56 SDO シリアル・データ出力

57 VDDLS 正の電源電圧入力 (3.3V電源、レベルシフト)

58 SDO シリアル・データ相補出力

59 VSSLS 負の電源電圧入力 (3.3V電源、レベルシフト)

60 VDDZ 正の電源電圧入力 (2.5V、シリアライザ )

61 VSSPLLA 負の電源電圧入力 (2.5V、PLLアナログ )

62 VDDPLLA 正の電源電圧入力 (2.5V、PLLアナログ )

63 VCLK ビデオ・データ・クロック入力

64 Reset マニュアル・リセット入力 (アクティブHigh)
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評価ボード SD130ASM の詳細はナショナル セミコンダクターの
webサイトに掲載されています。この回路は LMH0030の機能を
具体化したもので、本来の構成を評価することが可能です。組
み立て済みデモボード・キットSD130EVKには、使用説明書、図
面類、部品リストが提供されています。注文方法についてはナ
ショナル セミコンダクターの Interface Products Groupまたは Serial
Digital Video and Interface Applications Groupまでお問い合わせ
ください。SD130EVK のボードレイアウト、回路図などの情報は、
ナショナル セミコンダクターのwebサイトのLMH0030のアプリケー
ション情報ページで提供しています。最新の製品情報と供給状
況については、 www.national.com/appinfo/interfaceをアクセスし
てください。

PCB レイアウトと電源系バイパスのガイドライン

LMH0030 を搭載するプリント基板は、デバイスに対してノイズの
ない電源を供給するように、レイアウトと層構成を設計しなければ
なりません。優れたレイアウトでは、不必要にノイズを拾ったり帰還
や干渉を最小にするために、高周波の信号と高レベルの入出力
信号の分離を行います。また、4～ 10ミル程度の薄い誘電体材
料を電源層とグラウンド層の間に挟むことで、電源系の性能を大
きく改善できます。つまり、この方式によりプリント基板の電源層の
容量が増えるため、特に高周波の電源ノイズに対するフィルタ特
性を改善する効果があり、併せて外付けバイパス・コンデンサの
容量や配置に対する条件を緩やかにします。外付けバイパス・コ
ンデンサは、高周波セラミック・コンデンサとタンタル電解コンデン
サの両方を用いてください。高周波セラミック・コンデンサの値は、
0.01μFから 0.1μFの範囲を使用します。また、タンタル・コンデ
ンサの値は、2.2μF から 10μF の範囲です。タンタル・コンデン
サの電圧定格は、使用する電源電圧の 5 倍以上にします。
LMH0030の各電源ピンと高周波バイパス・コンデンサのハンダ・
パターンには、2 つのビアを設けることを推奨します。ビアを 2 つ
にすると、電源またはグラウンドに対するインダクタンス成分が最高
で 1/2に低減されるため、バイパス・コンデンサの実効周波数が
向上します。

プリント基板の外層 (表面層 )は VSS (グラウンド )パターンで満
たしてください。そのような外層にすると、信号間の分離とシール
ド特性が改善され、電源層間の容量も増えます。当然ながら適
切な効果を得るには、短い間隔のビアを介して、これらの外層を
VSS 電源層に接続しなければなりません。まんべんなく設けたビ
アにより、電流リターン・パスが短くなるため信号歪みが減少し、
伝送線路の波形品質が改善されます。外層では、グラウンド・パ
ターンは信号またはハンダ・パッドに対して、最も幅広の配線パ
ターンの幅か信号層と電源層またはグラウンド層との層間距離
の、大きい方の間隔を空けなければなりません。これにより、伝
送線路のインピーダンス効果を最小限に抑え、部品のハンダ・パッ
ド近くでの好ましくない寄生容量を低減します。

LMH0030は 2.5Vと3.3Vの 2系統の電源電圧を使います。こ
れらの電源は 7 系統の電源入力ピンを介してデバイスに与えま
す。各ピンの機能は「ピン説明」の表にまとめてあります。電源
電圧は一般に、コモン 0ボルトまたはグラウンド・リターンを共有し
ます。分割層または個別電源層のいずれかを使ってデバイスに
正の電源電圧を供給します。

スイッチング電源を使用した場合は特にそうですが、ノイズが多い
電源環境では、LMH0030の PLLアナログ、PLLデジタル、シ
リアル出力ドライバの各系統の電源ピンに個別のフィルタを使用
するとよいでしょう。LMH0030はこのような状況を想定して設計さ
れています。デジタル・セクションの PLL電源と出力ドライバ電源
は個別に内部回路に供給されています。詳細は「ピン説明」と
「ピン配置図」を参照してください。電源のフィルタは、これらの
VDDピンに直列に、L型かπ型の LCフィルタを追加します。こ
のようなフィルタは一部のメーカーから単一パッケージ品で供給さ
れています。なお、LMH0030は電源系統はそれぞれ個別に設
けられていますが、デバイスに与えるすべての電源は、単一電源
を使用したかのように同時に印加しなければなりません。

非サポート・フォーマットと pSf ラスタ・フォーマット
の処理

HDラスタ・フォーマットの数と種類は LMH0030が開発されたの
ちもさらに増え続けています。LMH0030はこのような新フォーマッ
トを全面的に処理したり自動処理することはできませんが、データ
のシリアライズだけは可能です。ユーザーは、LMH0030は Table
4 記載のラスタ・フォーマット以外では動作検証されていないこと
に留意の上で、これらのフォーマットの適用を判断してください。
すなわち、非サポート・フォーマットの処理を試みた場合の結果は
保証されません。これらの非サポートのラスタ・フォーマットの処理
を限定的であっても LMH0030 で行おうとする場合は、デバイス
のセットアップに関して以下のガイドラインを参考にしてください。ま
ず、デバイスのフォーマット検出機能とTRS検出機能を無効に設
定し、合わせて、汎用 HDフォーマット・タイプの動作を限定する
ように構成します ( 処理する非サポート・フォーマットに類似した
フォーマット・グループの概要は Table 4を参考にしてください )。
新フォーマットは HDの 1つなので、FORMAT 0レジスタ (アドレ
ス0Bh)のビット5をセットして、LMH0030をHD-ONLYモードに
構成して動作させてください。また、このレジスタの FORMAT
SET[4:0]ビットには、不特定 HDサブフォーマットのコードをロード
してください。HD-ONLYビットをセットしたときに用いる HD サブ
フォーマット・コードのデータワードは 33Fhです (AD[9:0]の 10ビッ
トすべて 1)。このフォーマットは表にあるフォーマットとは異なるた
め、EAV/SAVインジケータはディスエーブルになります。これらの
インジケータが使用できないため、ライン番号とCRC挿入はディス
エーブルになり、アンシラリ・データ挿入は機能しません。
LMH0030 の前段で、パラレル・データに CRC データとライン番
号を挿入する処理が外部に必要です。

特殊フォーマットの 1 つがプログレッシブ・セグメント・フレーム・
フォーマット(pSf)です。SMPTE 274M-2003、Annex Aを参照し
てください。このフォーマットは、インターレース・ラスタ方式で再
配置された、プログレッシブ・スキャン・ラスタのビデオラインで構
成されています。偶数番号ラインはフィールド 1を構成するように
配置され、奇数番号ラインはフィールド 2を構成するように配置さ
れます。そのほかの点ではこのフォーマットは通常のインターレー
ス・フォーマットと同じです。LMH0030で pSfフォーマットをシリア
ライズするには、LMH0030に与える前に、元々のプログレッシブ・
ラスタを外部で再配置する必要があります。
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL) の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。

また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社

本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 / 英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductor とナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
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外形寸法図 単位はmillimeters

64-Pin TQPF
Order Number LMH0030VS

NS Package Number VEC-64A
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